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こんにちは 松坂みち子 です

先
週
の
話
を
読
ん
で
下
さ
っ
た
か

た
か
ら
、
「
犬
の
名
前
、
ど
う
し
て

『
し
ぎ
』
な
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
・
・
・
決
し
て

「
市
議
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
当
時
長
男
が
、
あ
ま
り
動
物

の
世
話
を
す
る
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
お
兄
ち
ゃ
ん
に
名

前
を
付
け
て
も
ら
っ
た
ら
愛
着
わ
い

て
、
面
倒
見
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

と
い
う
妹
た
ち
の
考
え
で
、

名
付
け
親
は
長
男
、
と
い

う
流
れ
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
頃
彼
は
「
三
国
志
」

に
は
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
出
て
く
る
武
将
の
名
前

か
ら
「
し
ぎ
」
（
犬
）

「
り
じ
ゅ
」
（
猫
）
「
は

ん
ち
ゅ
う
」
（
猫
）
と
い

う
名
が
次
々
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
（
ち
ゃ
ん
と
漢
字
も
あ
る
の

で
す
が
、
中
国
の

難
し
い
漢
字
な
の

で
忘
れ
ま
し
た
）

妹
た
ち
の
計
画

は
半
分
く
ら
い
成

功
し
、
長
男
も
可

愛
が
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
世
話
す

る
と
こ
ろ
ま
で
は
な
か
な
か
・
・
・
。

みち子のひとりごと

名前

り
じ
ゅ

山下よしき参議院議員の略歴をご紹介します。

1960年（昭和35年）香川県生まれ。

県立善通寺第一高校、国立鳥取大学農業工学科卒。地球環

境など研究。

大阪かわち市民生協（現パルコープ）に勤務。食の安全、

平和問題にとりくむ。

日本民主青年同盟大阪府副委員長、日本共産党大阪府副委

員長を歴任。反核・平和、食の安全・消費者、青年運動の各

分野で活動。

・1995年参院大阪選挙区に35歳で初当選。

・1998年参院国会対策委員長。野党共闘の中心で活躍。１期６年間で法案提出２３

件。発言109回は他党を圧倒。2000年10月選挙法改悪反対の参院本会議討論は原

稿なしの33分。マスコミも他党派も「歴史に残る大演説」と絶賛。

・2001年、党「リストラ反対・雇用を守る闘争本部」事務局長として全国の職場・

地域を巡る。党代表団の一員としてキューバ（０２年）、中国（０６年）を 訪問

・2007年7月、６年ぶりに参議院議員に再選される。「胸のバッジは皆さんの瞳」、

現場の声を届け、国民が主人公の政治に全力を挙げている。

参院総務委員会、行政監視委員会に所属。日本共産党常任幹部会委員。

家族：妻と三男。

モットー：あったかい人間の連帯を国の政治に

著書：「新しい道を刻む」、「地方政治──今日の課題と日本共産党（共著）」

趣味：山歩き。落語。歌う 気分転換：料理、絵本の読み聞かせ

星座：魚座。 血液型：AB型。 身長・体重：179cm・75kg。

参議院議員・比例候補 山下よしき 氏
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第三章 国民の権利及び義務

第十五条 公務員を選定し、及びこれを罷免することは、国民固有の権利である。

○２ すべて公務員は、全体の奉仕者であつて、一部の奉仕者ではない。

○３ 公務員の選挙については、成年者による普通選挙を保障する。

○４ すべて選挙における投票の秘密は、これを侵してはならない。選挙人は、

その選択に関し公的にも私的にも責任を問はれない。

第十六条 何人も、損害の救済、公務員の罷免、法律、命令又は規則の制定、廃

止又は改正その他の事項に関し、平穏に請願する権利を有し、何人も、かかる請願

をしたためにいかなる差別待遇も受けない。

市
駅
の
近
く
に
「
勝
海

舟
寓
居
地
」
と
い
う
碑
が

あ
る
。
１
５
０
年
ほ
ど
前

（
１
８
６
３
年
）
、
紀
伊

半
島
は
防
衛
の
要
所
だ
と
、

幕
府
の
軍
艦
奉
行
の
勝
海

舟
が
１
０
数
人
の
お
供
を

連
れ
て
清
水
平
右
衛
門
の

豪
邸
に
４
日
間
滞
在
し
た

の
だ
。
そ
の
お
供
の
一
人

が
坂
本
竜
馬
だ
。
平

右
衛
門
は
そ
の
こ
と

を
書
き
残
し
て
い
る
。

「
坂
本
は
丈
も
高
く

筋
骨
も
た
く
ま
し
く

て
、
先
生
の
馬
廻
り

を
離
れ
ず
に
歩
き
、

駆
け
て
い
た
。
あ
る
日
、

和
歌
浦
か
ら
帰
っ
て
風
呂

に
入
っ
た
と
こ
ろ
凄
ま
じ

い
音
が
響
い
て
、
『
あ
、

し
ま
っ
た
』
と
声
が
し
た
。

風
呂
桶
の
輪
が
壊
れ
て
底

が
抜
け
て
い
た
。
当
人
は

濡
れ
仏
の
よ
う
に
板
の
間

に
突
っ
立
っ
て
い
て
、
皆

は
抱
腹
絶
倒
し
た
」
と
。

（
参
議
院
和
歌
山
選
挙
区

予
定
候
補
）

こんにちは！

原 やすひさ です

学習会等のお知らせ
食品摂取による内部被曝

について考える
とき 2月19日（火）

開場午後５時半 開演６時

ところ ビッグ愛
８階会議室（602，603）

●入場無料 ●予約不要

基調講演

「食品摂取による内部被曝のしくみ」

講師 岩本智之氏（元京都大学原子

炉実験所教員）

パネルディスカッション

「基準値及び検査の問題点」

「原発」を考える市民公開講座
とき ３月１０日（日）

午後２時３０分（開場２時）
ところ 勤労者総合センター６Ｆ
講演

「福島第一原発の現状と
私たちの未来 ～原発ゼロ世界へ～」
講師

小出裕章さん
（京都大学原子炉実験所助教）

整理券が必要です。下記の連絡先に連絡を。
主催：和歌山県保険医協会・子どもたちの未来
と被ばくを考える会 ４３６－３７６６


